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稀薄合金の強磁性

金 徳 洲

最近パ ラジウムに0.1%程度の鉄またはコバ}L,トをとかした合金が強磁性

にをることがわか t)､中性子回折でこの強磁性の本質について調べ られたO

それ隼よると強磁性磁化は磁気的不純物質原子の近傍にだけ集中 してい るので

はを く､ ほぼ一一億に子牛ろかワているQ そこで我々はこれ らの稀薄 合金の葛磁性

の荷い手は伝導電子であると考えるOそのために不純物上の局在ス ピンと伝導

電子との間の凝互作用が伝導電子間の反額カを与えることを示す｡電子格子相

互作用か ら電子問の引力を導い たBardeen-Pinesの方法にをらうのであるO

純粋 をきまでは電子問クローン相互作用が弱 くて強磁性にをれをかった金属が

この附け加わった反辱力のおかげで強磁性にを りえることを示すo

二次相転移に伴うd-mamiCalanonRly

富 田 和 久

天恵 は世話か ら与え られた ものであるが,ここではfleisenbergス ピン系

における転移点近傍に限 り､筆者遍興味を もっこつの題目について述べ よう0
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二次相転移 ･不可逆過程

.(1) 減衰係数の構造 とその物理的解釈

転移点の高温側における減衰係数,の表式はGreen関数法による筆者等の

結東 )と,MorirKaぬsaki理論2)の結果は一致し､波数kのスピン成分に対

する応答関数の減衰係数はー近似的に次の様を形にふ くことができるO

描 )- 函 i Eq{吾 蒜旦 +
EJ

【 n_､A_ l 1 nrZiQE-q)⊥
Ild期 ∝ 二｢京一意 En(

r#:囲 N I-qtxl(q)

xiQr-q)

zitq)

i )/握 前 言

-2‡/

ここに蕗 )は波 状 外 場 に対す る受 磁 率､ b2(汰,q)はスピン問の相互作用

の平方とスピン対の相関 ,rz(q)=<Sztq).Sz(-q)> -<Szh)><Sz的)> 等の､

鏡に比例する量であるo

T勘 の表式においてE以下の量は考えている代表的を-miOdekに影響す る程々
Iq

の トルクゐd'isparityの程度を示す0-1ーとの因子が I'jr.(0)-0を もたらすのはi

運動の恒量に対す るkineⅢatica.i.owing･downiとぁたり_ Ti(0)に対する寄

与 は強磁性 ,反強磁性に対 し著 しい差 をキきず､転移温度に近ず申キ単調に増

加するO これに対 して第一の因子 2-1勘 _lま平均的を分子場のJen占rⅢalizaもi｡n

に由来 し､転移点 に近ず けば強磁性の場今は反強磁性に くらべて著 し く強 く減

少するo これが強磁性共鳴と反強磁性共鳴との差異の主を原因であるO 中性子

散乱の場 合はkキ0をえらぷこと も可能であるカも 上式か ら得 られ る結果は定

性的に正 しい傾向を与える

(2)発達したsborもrangeorder

こうい う呼び名は適当であるか否か明 らかで奇いが_最近 これに関連あり

と思われ る現象があるので報告 してお くo第-はね)SloplつySPinwaveで

ある｡これはkの適当を値い対 して常磁性領域 で も中性子の非弾性散乱に有限

の局改数を もつ ピークが現われ る現象で{最近では 血 o F.C.CDの場合の報

告があるo kの特別を値 に対して､ この様を現象が現われ るとい うことは､上

記のGreen関数理論からも或る程度予想され るoMhF2甲.C.C.)の場合につ

いてはそれ らしき ものが顕著で考いとい う事実はらの現象のみとめ易さ二が格子

;･ここ の構造に強 く依存することを示 LJてい るように思甲声 る0 第こはくb)NMR-
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doublingであるo これは碇酸銅の 結晶における陽子共鳴が転移点の近傍の

常磁性領域 で二本に割れ るとい う現象である｡ その分離が温度 を下 げると急 激

に増加するとい う事実は_ この現象がsborも rangeorderと関連があるこ

とを示唆 してお tj､特に硫酸銅においてこの種の現象が顕著であることは_ こ

の物質において磁気的をつ･よい結合が一次元的ほ ひろがってい るとい う事実と

無関係でをいよ うに思われ るO以上 いずれの問題 も発達 したshorも range

o■rderがある程度長い寿命を もってい ることを示 し､理論的 に この機構を解

明 したいと考えているO
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異常緩和現象 の理●論

森 塞

二次の稗転移点の近 くでは磁気吸収 ,熱伝導 ,粘性を ど緩和過程 ,輸送現象

に も異常が観測される｡ さきに､強磁性産および反強磁性体の場合について､

それら異常緩和の理論を招時恭治民とたてた̀が､い く,つか)の不明を点があっ た0

時に-異常性た:きく温度に依存す る因子を完全に取 り出せたか どうかー またそ

の因子の取扱いについての妥当性を ど̀であるO最近不可逆過程の新 しい取扱い

を試みた (Prog.Theor.Phys.旦旦(1965),No./3)ので､ それを適用し

て､上記の問題を考察 した
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